
作戦
【陣形】 
≪全般≫ 

救助対象の安全を確保するために周囲に展開する。 
【装備】 
工具 

ドライバー 

オープンレンチ：片方が開いており、ボルトやナットに掛けやすいレンチ 

メガネレンチ：本締めやトルクの掛かるところを絞めるのに適したレンチ 

モンキーレンチ：ローラーを回すことにより幅を調節できるレンチ 

ラチェットハンドル：突起をソケットレンチの穴に差し込んで固定する 

ソケットレンチ：ラチェットハンドルと組み合わせてナットやボルトを素早く締めたり緩め

たりできる 

ラジオペンチ：小さなものをはさんだり、細かい作業が出来る。 

プライヤー：はさむ幅を変えられる。ペンチのようにものをはさむ。 

【体術】 

≪対爆発防御≫ 

敵の爆破系攻撃時には遮蔽物の陰に伏して耐衝撃姿勢を取る 

(爆破系攻撃に対して)衝撃で鼓膜を破られないように口をあけておく

。 

≪全般≫ 
絶えず子供に話しかけて落ち着かせる 

救出対象発見時には救出班とは別方向から陽動部隊が（派手めに）攻撃し敵を引き付け、救出対象
を敵の攻撃対象から外す。 

救出班は迅速に救出対象を後方に下げ、さらに別部隊が陽動部隊と協力してこれをカバーする。 
要救助者発見後はその状態を確認し、早急に救助。正気を失っていた場合予め持たせていた鎮静剤

を注射、意識を失わせてでも連行する。 
救助者確保後はそのまま全速で現場から離脱。 

≪歩兵≫ 

救助後、WDロケットブースターを使用して、最大速力、最短距離で輸送する。

倒壊したビルなどをかいくぐり、逃げ遅れた市民を避難誘導する。 

【ＷＤ煌月】 
対戦車ライフル：敵装甲機の撃破を目的としたライフル。装弾数６。ウォードレス着用時の使用を
想定しているため通常の対戦車ライフルよりも口径が大きい。三脚を利用した安定姿勢からの狙撃
の他、ウェポンラックを使用して腰部に固定することにより（ヴェスバーを想像していただけると

ありがたい）歩行姿勢でも安定した射撃が可能である。 
7.9ｍｍ機関銃：取り回しがよく、携行性に優れた支援火器。装弾数３６。貫通力や命中率は低めだ
が、拠点制圧や支援、突入任務に力を発揮する。部品数も少なく抑えられており、故障率が低く、メン

テナンスも容易である。 
手榴弾：拠点制圧や目くらまし、トラップ等用途の多い装備である。通常の破片手榴弾を始め閃光

手榴弾や音響手榴弾、対装甲の粘着手榴弾にジャミング手榴弾などがある。 
長砲身キャノン（４０ｍｍ高射機関砲）：長距離直接火砲支援を目的とした高射機関砲。装弾数２
０。陣地に据え付けての射撃はもちろんのこと、ウェポンラックを併用することによって個人で、か



つ移動しながらの使用が可能である。照準は目視や照準器の他、ウォードレスに搭載されたＣＰＵ
と連動させることが可能であるため、オートロック射撃や正確な長距離射撃（曲射含む）を行う事

ができる。 
シーカー：ウォードレスや本部コンピュータと連動する事ができる飛行型無人探索機。偵察の他に
長距離射撃時の弾着確認・照準修正や複数機による３Ｄ地形データの作成、メッセンジャーとして

使える。 
ジャンプロケット：迅速な移動、襲撃を可能にするためのジャンプロケット。これによってビルの
上への到達、直線距離での移動などの特殊な機動が可能になる。重量があるために着脱が容易に

なっている。 
シールド：白兵戦はもとより砲戦での目隠し（中央部のパーツを外すことによって銃眼が現れ

る）、簡易的な陣地の構築、裏面への予備弾装の装着などに使える。 

Ｂ．砲兵装備 
　・対戦車ライフル・長砲身キャノン（４０ｍｍ高射機関砲）・ジャンプロケット 

　→敵装甲機の破壊、最前線の歩兵の支援を目的としたユニット。 
　ジャンプロケットによって自由自在に移動し、あらゆるポイントから統制射撃を行う。 

　また状況によってはライフルやキャノンを移動しながら使用するという、歩兵でありながら戦車
的な運用も可能である。 

Ｄ．突入・救出戦装備 
　・7.9ｍｍ機関銃・手榴弾・シーカー・超振動大太刀・ジャンプロケット 

　→拠点制圧や救出・突入作戦に特化したユニット。 
　敵の撃破を目的としないため大型の火器は持たず、機関銃と手榴弾を中心に戦闘と制圧を行う。 

　目的を遂げ次第ジャンプロケットで脱出する。 

Ｅ．偵察装備 
　・手榴弾・シーカー・ジャンプロケット 

　→偵察ユニット。武装は最低限であり、シーカーと本部の中継も行う。 
　基本的に戦闘は行わず、偵察失敗時には各種手榴弾やジャンプロケットを利用して離脱。 

　煌月の柔軟性と瞬発力を最大限活かすことになるユニットである。 

Ｇ.ディープストライカーパック 
敵陣への強襲戦のために機動力と火力を備えた装備。 

４本の増加燃料タンクは合計１０分もの連続噴射時間を備え、短時間での長距離侵攻が可能。 
さらに背に二門搭載された５０ｍｍ機関砲を撃てる。 

一方、防御面では両肩と胴体に取り付けられた増加装甲エプロンによる防護性能の向上。 
両肩の装甲の裏に隠されたフレア・チャフの発射装置は敵の対空ミサイルに対する回避に用い、突

撃時の被弾率を下げている。 
ウォードレスコネクタによる姿勢制御は可能 

　―兵装― 
　５０ｍｍ機関砲×２（両弾装に１０発） 
　チャフ・ディスペンサー（１０発） 
　フレア・ディスペンサー（１０発） 

【オペレータとの連携】 

オペレーターからの情報で敵の陣形が判っており、敵陣形の弱い方向から攻撃する

オペレーターからの情報で敵の種別が判別しており、敵の弱点の情報がある

オペレーターからの情報で敵の移動ルート及び移動速度が判別しており、待ち伏せによる有

利な攻撃が出来る

オペレーターからの誘導で、火力を展開するのに適切な配置が行われている

オペレーターからの誘導と地図から、最適な移動ルートがとれている



地形情報のオペレートをうけることで、隠蔽がとれる地形が判っている

地形情報のオペレートをうけることで、安定した射撃姿勢が取れるポイントが判っている

会話をすることで緊張をほぐせる

SS・イラスト

RP類
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